
第 13回 リハビリスタジオオアシス運営推進会議 議事録 

 

開催日時 令和 7 年 11 月 21 日（金） 17：00 ～ 18：00 

開催場所 リハビリスタジオオアシス 

参 加 者 朝霞本町商店会            橋本 雅洋 様 

民生委員               土佐 隆子 様 

NPO 子供サポートげんき        篠原 逸子 様 

利用者代表              若松 菊枝 様 

包括支援サポートセンター モーニングパーク 高山 大樹 様 

長寿はつらつ課            海老名 様／桑原 様 

リハビリスタジオオアシス       石川 正義／椙本 恵子 

㈱ゆうせん堂             代表取締役 石川 泉 

 

〇代表あいさつ 

〇運営推進委員の紹介 

〇活動報告 

〇質疑応答・意見交換 

高山）スポット利用の推進による稼働率の改善はすごい。ショートステイなどで似たよう

な事例を聞いたことはあるが、デイサービスでは初めて聞いた。利用者に勧める身として

は、土曜枠の拡大はもちろん、こうした取り組みは大変ありがたい。 

 

海老名）スポット利用による稼働率の改善はすごい。私も聞いたことがない。可能であれ

ば、他の事業所にも共有したいくらい。ちなみにケアプランはどうなっているのか。 

オアシス）スポット利用はあくまで通常利用の延長線上にあるもので、スポット利用だけ

というのはとっていない。したがってケアプランも通常通り作成している。 

 

篠原）従来の介護業界では「やりがい」ばかりに目が行き、「経営の視点」が足りなかった

ように思う。その意味では、オアシスの取り組みにはきちんと「経営の視点」があること

は大事なこと。きちんともうけが出て初めて、事業が継続できる。引き続き「経営の視点」

を忘れずやってほしい。 

 

篠原）外国人人材の採用もやるべき。また、日本人も高校生、大学生だけでなく中学生に

もリーチしてはどうか？ 

 

オアシス）外国人人材も日本人同様、大事だと考えているし必要になってくることは間違

いない。しかし、オアシスの現状に照らしてみると優先順位は高くないと考えている。と

いうのも、外国人人材の受け入れは態勢を整えるのに非常に時間と手間がかかる。優先す

べきことを勧めながら、その中で少しずつ前に勧めていく仕事だと認識している。 

 

オアシス）中学生は余裕があれば是非、地元の中学生など職業体験などを実施してみたい。 

 



土佐）学生の受け入れでいえば、朝霞市の社協でも体験プログラム行っている

（https://www.asaka-shakyo.or.jp/volunteer/2024-0122-1447-1.html）。こちらも活用し

てみてはどうか？ 

 

桑原）私も母親の影響もありボランティアに参加したことがきっかけに、福祉の道に進み

たいとこの道を志しました。学生にとっても、生の現場と接点を持てる良いきっかけにな

るのでは。 


